
年　
　
　
　
　
表

時代
西暦

歴
代
学
長
・
総
長

学
内
の
で
き
ご
と

道
内
の
で
き
ご
と

国
内
の
主
要
な
で
き
ご
と

学
部
の
設
置

現
在
も
残
る
主
要
な
建
物
の
設
置

で
き
ご
と

札幌農学校となる前
1871～1876.7

（
開
拓
使
仮
学
校
校
長
）
荒
井
郁
之
助

〈
1
8
7
2
～
1
8
7
3
〉

（
開
拓
使
仮
学
校
長
心
得
）
調
所
広
丈

〈
1
8
7
3
～
1
8
7
5
〉

（
札
幌
学
校
校
長
心
得
）
調
所
広
丈

〈
1
8
7
5
～
1
8
7
5
〉

（
札
幌
学
校
校
長
）
調
所
広
丈

〈
1
8
7
5
～
1
8
7
6
〉

●�

東
京
府
に
開
拓
使
が
仮
学
校
を
設
立

〈
1
8
7
2
〉

●�

開
拓
使
が
仮
学
校
を
札
幌
学
校
と
改
称
、

職
員
生
徒
は
札
幌
へ
移
る
〈
1
8
7
5
〉

●�

ク
ラ
ー
ク
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
、
ペ
ン
ハ
ロ
ー

及
び
東
京
で
募
集
し
た
新
生
徒
が
着
校

し
た
〈
1
8
7
6
〉

●
琴
似
に
1
9
8
戸
の
屯
田
兵
が
入
る

〈
1
8
7
5
〉
●
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
〈
1
8
7
1
〉

●
樺
太・千
島
交
換
条
約
調
印〈
1
8
7
5
〉

札幌農学校
1876.8～1907.8

（
札
幌
農
学
校
校
長
）
調
所
広
丈

〈
1
8
7
6
～
1
8
8
1
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
）
森
源
三

〈
1
8
8
1
～
1
8
8
6
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
事
務
取
扱
）
佐
藤
秀
顕

〈
1
8
8
6
～
1
8
8
7
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
職
務
代
理
）
佐
藤
昌
介

〈
1
8
8
7
～
1
8
8
8
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
）
橋
口
文
蔵

〈
1
8
8
8
～
1
8
9
1
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
心
得
）
佐
藤
昌
介

〈
1
8
9
1
～
1
8
9
4
〉

（
札
幌
農
学
校
校
長
）
佐
藤
昌
介

〈
1
8
9
4
～
1
9
0
7
〉

●�

（
第
二
農
場
）産
室
追
込
所
及
耕
馬
舎（
モ

デ
ル
バ
ー
ン
）〈
1
8
7
7
〉

●
（
第
二
農
場
）
穀
物
庫
〈
1
8
7
7
〉

●
（
第
二
農
場
）
種
牛
舎
〈
1
8
7
9
〉

●
旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
〈
1
9
0
1
〉

●
旧
図
書
館
〈
1
9
0
2
〉

●
専
門
科
の
開
業
式
を
挙
行
し
た
＝
札
幌 

農
学
校
の
開
校
〈
1
8
7
6
・
8
・
14
〉

●�

札
幌
学
校
を
「
札
幌
農
学
校
」
と
改
称

し
た
〈
1
8
7
6
〉

●
ク
ラ
ー
ク
が
離
札
し
た
〈
1
8
7
7
〉

●�

教
師
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
は
じ
め
て
ス
ケ
ー

ト
で
滑
っ
た
〈
1
8
7
7
〉

●�

演
武
場
（
現
・
時
計
台
）
に
米
国
ハ
ワ
ー

ド
社
製
の
大
時
計
を
取
り
付
け
た

〈
1
8
8
1
〉

●�

留
学
か
ら
帰
朝
し
た
新
渡
戸
稲
造
が
米

国
製
ス
ケ
ー
ト
3
足
を
持
ち
帰
り
、
ス

ケ
ー
ト
を
奨
励
し
た
〈
1
8
9
1
〉

●�

新
渡
戸
稲
造
ら
が
恵
ま
れ
な
い
子
弟
の

た
め
に
遠
友
夜
学
校
を
設
立
し
た

〈
1
8
9
4
〉

●�
新
寄
宿
舎
を
開
き
、
学
生
生
徒
の
入
舎

を
許
し
た
〈
1
9
0
5
〉

●�
演
武
場
（
現
・
時
計
台
）
を
札
幌
区
に

売
却
し
た
〈
1
9
0
6
〉

●�

寄
宿
舎
を
「
恵
迪
寮
」
と
命
名
し
た

〈
1
9
0
7
〉

●�

手
宮
～
札
幌
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る

〈
1
8
8
0
〉

●�

開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
、
三
県
（
函
館
・

札
幌
・
根
室
）
が
設
置
さ
れ
る

〈
1
8
8
2
〉

●�

三
県
制
を
廃
止
し
、
北
海
道
庁
を
置
く

〈
1
8
8
6
〉

●�

北
海
道
庁
庁
舎
（
赤
レ
ン
ガ
）
落
成

〈
1
8
8
8
〉

●�

札
幌
に
電
燈
が
つ
く
（
1
1
0
戸

5
4
0
燈
）〈
1
8
9
1
〉

●�

札
幌
・
函
館
・
小
樽
に
区
制
を
し
く

〈
1
8
9
9
〉

●�

札
幌
～
小
樽
間
電
話
通
信
開
始

〈
1
9
0
0
〉

●
西
南
戦
争
が
勃
発
〈
1
8
7
7
〉

●
内
閣
制
度
が
創
始
〈
1
8
8
5
〉

●
帝
国
大
学
令
公
布
〈
1
8
8
6
〉

●
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
〈
1
8
8
9
〉

●
日
清
戦
争
が
勃
発
〈
1
8
9
4
〉

●�

日
清
講
和
条
約
調
印
（
下
関
条
約
）

〈
1
8
9
5
〉

●
日
露
戦
争
が
勃
発
〈
1
9
0
4
〉

●�

日
露
講
和
条
約
調
印（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）

〈
1
9
0
5
〉

●�

樺
太
の
北
緯
50
度
以
南
を
ロ
シ
ア
か
ら

受
領
〈
1
9
0
6
〉

東北帝国大学農科大学
1907.9～1918.3

（
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
学
長
）
佐
藤
昌
介

〈
1
9
0
7
～
1
9
1
8
〉

●
古
河
講
堂
〈
1
9
0
9
〉

●
（
第
二
農
場
）
牧
牛
室
〈
1
9
0
9
〉

●
（
第
二
農
場
）
事
務
所
〈
1
9
1
0
〉

●
（
第
二
農
場
）
釜
場
〈
1
9
1
0
〉

●
（
第
二
農
場
）
秤
量
場
〈
1
9
1
0
〉

●
（
第
二
農
場
）
製
乳
所
〈
1
9
1
1
〉

●�

（
第
二
農
場
）
収
穫
室
及
脱
稃
室

〈
1
9
1
1
〉

●�

札
幌
農
学
校
を
改
め
て
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
が
設
置
さ
れ
た
〈
1
9
0
7
〉

●�

有
島
武
郎
・
小
熊
捍
ら
が
学
内
に
美
術

団
体
黒
百
合
会
を
結
成
し
た〈

1
9
0
8
〉

●
恵
迪
寮
に
電
燈
を
つ
け
た
〈
1
9
0
9
〉

●�

寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」（
横
山
芳
介
作
詞
、

赤
木
顕
次
作
曲
）
を
恵
迪
寮
で
発
表
し

た
〈
1
9
1
2
〉

●�

黒
百
合
会
が
第
5
回
展
覧
会
を
開
催
し
、

ロ
ダ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
3
点
、
素
描
2
点

な
ど
を
展
示
し
た
〈
1
9
1
2
〉

●�

学
生
ら
が
小
樽
に
日
本
最
初
の
仮
設

ジ
ャ
ン
プ
台
を
つ
く
っ
た
〈
1
9
1
7
〉

●�

定
山
渓
鉄
道
株
式
会
社
設
立

〈
1
9
1
5
〉

●�

明
治
天
皇
が
崩
御
し
、
大
正
と
改
元
す

る
〈
1
9
1
2
〉

●�

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る

〈
1
9
1
4
〉

北海道帝国大学
1918.4～1949.4

（
１
代
目
）
佐
藤
昌
介

〈
1
9
1
8
～
1
9
3
0
〉

（
２
代
目
）
南
鷹
次
郎

〈
1
9
3
0
～
1
9
3
3
〉

（
３
代
目
）
高
岡
熊
雄

〈
1
9
3
3
～
1
9
3
7
〉

（
４
代
目
）
今
裕〈

1
9
3
7
～
1
9
4
5
〉

（
５
代
目
）
伊
藤
誠
哉

〈
1
9
4
5
～
1
9
5
0
〉

●
従
前
の
農
科
大
学
が
農
学
部
と
な
る

〈
1
9
1
9
〉

●
医
学
部
設
置
〈
1
9
1
9
〉

●
工
学
部
設
置
〈
1
9
2
4
〉

●
理
学
部
設
置
〈
1
9
3
0
〉

●
法
文
学
部
設
置
〈
1
9
4
7
〉

●
総
合
博
物
館
〈
1
9
2
9
〉

●
理
学
部
〈
1
9
2
9
〉

●
農
学
部
〈
1
9
3
5
※
第
1
期
〉

●
正
門
〈
1
9
3
6
〉

●
事
務
局
本
館
〈
1
9
3
7
※
第
2
期
〉

●�

札
幌
に
北
海
道
帝
国
大
学
が
置
か
れ
、

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
は
北
海
道
大

学
農
科
大
学
と
な
っ
た
〈
1
9
1
8
〉

●�

農
科
大
学
教
授
会
は
選
科
に
限
っ
て
女

子
の
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
加

藤
セ
チ
の
農
学
科
第
1
部
選
科
入
学
許

可
を
決
定
し
た
〈
1
9
1
8
〉

●�

北
海
道
帝
国
大
学
に
農
学
部
及
び
医
学

部
が
置
か
れ
、
従
前
の
農
科
大
学
は
農

学
部
と
な
っ
た
〈
1
9
1
9
〉

●
皇
太
子
が
来
学
し
た
〈
1
9
2
2
〉

●�

黒
百
合
会
が
日
仏
芸
術
社
と
共
催
し
て

フ
ラ
ン
ス
展
を
札
幌
で
開
催
し
た

〈
1
9
2
7
〉

●�

ク
ラ
ー
ク
2
世
の
シ
ュ
ー
バ
ル
ト
・
ラ

イ
マ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
夫
妻
が
来
学
し
た

〈
1
9
2
9
〉

●�

理
学
部
第
1
回
生
が
入
学
し
た
（
女
子

学
生
吉
村
フ
ジ
を
含
む
）〈
1
9
3
0
〉

●�

理
学
部
教
授
長
尾
巧
が
樺
太
で
古
代
動

物
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
ほ
ぼ
全
身
の
化

石
を
発
掘
し
、
世
界
唯
一
の
も
の
と
し

て
学
界
の
注
目
を
浴
び
た
〈
1
9
3
4
〉

●�

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
来
学
し
、
講
演
し

た
〈
1
9
3
7
〉

●�

金
属
回
収
令
に
基
づ
き
、
学
内
の
金
属

製
品
、
階
段
の
真
ち
ゅ
う
板
、
正
門
大

鉄
扉
が
献
納
さ
れ
た
〈
1
9
4
1
〉

●�

正
午
、
戦
争
終
結
の
詔
書
が
放
送
さ

れ
、
教
職
員
・
学
生
生
徒
は
農
学
部
前

な
ど
に
集
合
し
て
聴
い
た
〈
1
9
4
5
・

8
・
15
〉

●�

全
学
あ
げ
て
の
大
学
祭
を
開
い
た

〈
1
9
4
6
〉

●
定
山
渓
鉄
道
開
通
〈
1
9
1
8
〉

●�

札
幌
電
気
軌
道
株
式
会
社
が
電
車
運
転
を

開
始
（
現
在
の
札
幌
市
電
）〈
1
9
1
8
〉

●�

札
幌
、
函
館
、
小
樽
、
旭
川
、
室
蘭
、
釧
路

で
区
政
か
ら
市
政
に
移
行
〈
1
9
2
2
〉

●
十
勝
岳
噴
火
〈
1
9
2
6
〉

●�

札
幌
区
（
現
・
札
幌
市
）
出
身
の
南
部

忠
平
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
、三
段
跳
で
優
勝〈
1
9
3
2
〉

●�

大
日
本
果
汁（
現・ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
）

設
立
〈
1
9
3
4
〉

●�

大
雪
山
国
立
公
園
、阿
寒
国
立
公
園（
現・

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
）、
国
立
公
園
指
定

〈
1
9
3
4
〉

●�

北
海
道
犬
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

〈
1
9
3
7
〉

●�

道
内
の
新
聞
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
ほ
か

十
紙
が
統
合
さ
れ
「
北
海
道
新
聞
」
が

誕
生
〈
1
9
4
2
〉

●�

有
珠
山
の
噴
火
活
動
に
よ
り
、
昭
和
新

山
隆
起
〈
1
9
4
4
〉

●
北
海
道
空
襲
〈
1
9
4
5
〉

●
パ
リ
講
和
会
議
開
催
〈
1
9
1
9
〉

●
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
〈
1
9
2
3
〉

●�

大
正
天
皇
が
崩
御
し
、
昭
和
と
改
元
す

る
〈
1
9
2
6
〉

●�

世
界
恐
慌
が
日
本
に
波
及
し
、
昭
和
恐

慌
が
起
こ
る
〈
1
9
3
0
〉

●
満
州
事
変
始
ま
る
〈
1
9
3
1
〉

●
日
中
戦
争
が
勃
発
〈
1
9
3
7
〉

●
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
〈
1
9
3
9
〉

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
〈
1
9
4
5
〉

●�

日
本
が
降
伏
し
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

結
〈
1
9
4
5
〉

北海道大学
1949.5～2004

（
６
代
目
）
島
善
鄰〈

1
9
5
0
～
1
9
5
4
〉

（
７
代
目
）
杉
野
目
晴
貞

〈
1
9
5
4
～
1
9
6
6
〉

（
８
代
目
）
古
市
二
郎

〈
1
9
6
6
～
1
9
6
7
〉

（
事
務
取
扱
）
阿
部
與

〈
1
9
6
7
～
1
9
6
7
〉

（
９
代
目
）
堀
内
壽
郎

〈
1
9
6
7
～
1
9
7
1
〉

（
10
代
目
）
丹
羽
貴
知
蔵

〈
1
9
7
1
～
1
9
7
5
〉

（
11
代
目
）
今
村
成
和

〈
1
9
7
5
～
1
9
8
1
〉

（
12
代
目
）
有
江
幹
男

〈
1
9
8
1
～
1
9
8
7
〉

（
13
代
目
）
伴
義
雄〈

1
9
8
7
～
1
9
9
1
〉

（
14
代
目
）
廣
重
力〈

1
9
9
1
～
1
9
9
5
〉

（
15
代
目
）
丹
保
憲
仁

〈
1
9
9
5
～
2
0
0
1
〉

（
16
代
目
）
中
村
睦
男

〈
2
0
0
1
～
2
0
0
7
〉

●
教
育
学
部
、水
産
学
部
設
置〈
1
9
4
9
〉

●
法
文
学
部
が
文
学
部
と
法
経
学
部
に
分
離

〈
1
9
5
0
〉

●
獣
医
学
部
設
置
〈
1
9
5
2
〉

●
法
経
学
部
が
法
学
部
と
経
済
学
部
に
分
離

〈
1
9
5
3
〉

●
薬
学
部
設
置
〈
1
9
6
5
〉

●
歯
学
部
設
置
〈
1
9
6
7
〉

●
ク
ラ
ー
ク
会
館
〈
1
9
5
9
〉

●
附
属
図
書
館
〈
1
9
6
5
〉

●
獣
医
学
部
〈
1
9
6
6
〉

●
（
教
・
文
・
法
・
経
）
文
系
部
局
校
舎

〈
1
9
6
6
～
1
9
6
9
〉

●
薬
学
部
〈
1
9
6
8
〉

●
歯
学
部
〈
1
9
7
0
〉

●
医
学
部
〈
1
9
7
1
〉

●
工
学
部
〈
1
9
7
3
〉

●
百
年
記
念
会
館
〈
1
9
7
7
〉

●
学
術
交
流
会
館
〈
1
9
8
5
〉

●
遠
友
学
舎
〈
2
0
0
1
〉

●�

国
立
学
校
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
国
立
の
大
学
と
し
て
新

た
に
北
海
道
大
学
が
設
置
さ
れ
た

〈
1
9
4
9
〉

●�

法
経
学
部
法
学
研
究
会
が
市
民
の
無
料

法
律
相
談
所
を
開
設
（
以
後
毎
週
1
回

実
施
）〈
1
9
5
1
〉

●
天
皇
が
来
学
し
た
〈
1
9
5
4
〉

●�

初
代
総
長
佐
藤
昌
介
生
誕
1
0
0
年
に

あ
た
り
、
戦
時
中
鋳
潰
さ
れ
た
胸
像
を

復
元
し
、披
露
及
び
記
念
講
演
会
を
行
っ

た
（
胸
像
は
1
9
5
7
・
6
・
5
本
部

前
に
建
立
）〈
1
9
5
6
〉

●�

北
海
道
大
学
創
基
80
周
年
記
念
会
館
建

設
期
成
会
か
ら
ク
ラ
ー
ク
会
館
と
し
て

建
物
1
，9
7
1
坪
の
寄
付
を
受
け
た

〈
1
9
5
9
〉

●�

国
土
緑
化
大
会
植
樹
行
事
に
出
席
の
た

め
来
道
中
の
昭
和
天
皇
・
皇
后
が
ク
ラ
ー

ク
会
館
、
植
物
園
を
訪
問
し
た

〈
1
9
6
1
〉

●�

新
入
生
が
初
め
て
2
，0
0
0
人
を
超

え
、
開
学
以
来
の
マ
ン
モ
ス
入
学
式
を

行
っ
た
〈
1
9
6
7
〉

●�

理
学
部
助
教
授
桂
田
芳
枝
が
昇
格
、
北

大
で
初
め
て
の
女
性
教
授
が
誕
生
し
た

〈
1
9
6
7
〉

●�

水
産
学
部
練
習
船
「
お
し
ょ
ろ
丸
」
が

北
氷
洋
上
の
北
緯
72
度
地
点
に
達
し
、

日
本
船
舶
に
よ
る
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
通

過
記
録
を
35
年
ぶ
り
に
更
新
し
た

〈
1
9
7
2
〉

●�

北
大
山
岳
部
の
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊（
越

前
谷
幸
平
隊
長
）
が
カ
ラ
コ
ル
ム
の
未

踏
峰
ク
ン
ヤ
ン
チ
ッ
シ
ュ
北
峰
（
7
，

1
0
8
ｍ
）
登
頂
に
成
功
し
た

〈
1
9
7
9
〉

●�

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
が
イ
ン
ド
北
西
部
に

あ
る
カ
シ
ミ
ー
ル
の
未
踏
峰
Z1
（
6
，

4
0
0
ｍ
）
の
初
登
頂
に
成
功
し
た

〈
1
9
8
0
〉

●
北
海
道
大
学
放
送
講
座
を
開
始
し
た

〈
1
9
8
3
〉

●�

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
及

び
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
の
子
孫
が
来

学
し
た
〈
1
9
8
8
〉

●�

農
学
部
附
属
農
場
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

雌
牛
生
産
1
，0
0
0
頭
を
達
成
し
た

〈
1
9
9
0
〉

●�

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
」

に
搭
乗
し
た
日
本
初
の
科
学
者
宇
宙
飛

行
士
毛
利
衛
が
来
学
し
た
〈
1
9
9
2
〉

●
環
状
通
エ
ル
ム
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た

〈
2
0
0
1
〉

●
第
1
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
開
催

〈
1
9
5
0
〉

●�

北
海
道
で
最
初
の
動
物
園
で
あ
る
札
幌

市
円
山
動
物
園
が
開
園
〈
1
9
5
1
〉

●
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
が
完
成〈

1
9
5
6
〉

●�

川
上
郡
弟
子
屈
町
出
身
の
大
鵬
幸
喜
が

横
綱
昇
進
（
第
48
代
）〈
1
9
6
1
〉

●�

日
本
最
北
の
動
物
園
で
あ
る
旭
山
動
物

園
開
園
〈
1
9
6
7
〉

●
冬
季
札
幌
五
輪
大
会
開
催
〈
1
9
7
2
〉

●�

余
市
郡
大
江
村
出
身
の
笠
谷
幸
生
が
日

本
史
上
初
の
冬
季
五
輪
金
メ
ダ
ル
獲
得

（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
70
メ
ー
ト
ル
）

〈
1
9
7
2
〉

●
有
珠
山
が
噴
火
〈
1
9
7
7
〉

●�

日
本
最
大
の
湿
原
・
湿
地
で
あ
る
釧
路

湿
原
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

〈
1
9
8
0
〉

●
青
函
ト
ン
ネ
ル
本
坑
貫
通
〈
1
9
8
5
〉

●
新
千
歳
空
港
開
港
〈
1
9
8
8
〉

●�

余
市
郡
余
市
町
出
身
の
毛
利
衛
が
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
号
」

に
日
本
人
科
学
者
と
し
て
初
め
て
搭
乗

〈
1
9
9
2
〉

●
北
海
道
南
西
沖
地
震
〈
1
9
9
3
〉

●
日
本
最
大
の
石
狩
炭
田
閉
山〈

1
9
9
5
〉

●�

道
東
自
動
車
道
、
十
勝
清
水
～
池
田
開

通
〈
1
9
9
5
〉

●�

北
海
道
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム「
北

海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」（「
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
」
に
改
称
）
が
誕
生

〈
1
9
9
6
〉

●
札
幌
ド
ー
ム
開
業
〈
2
0
0
1
〉

●
JR
タ
ワ
ー
開
業
〈
2
0
0
3
〉

●�

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
本

拠
地
を
札
幌
ド
ー
ム
へ
移
転〈

2
0
0
4
〉

●�

駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校
が
夏

の
甲
子
園
大
会
初
優
勝
〈
2
0
0
4
〉

●
日
本
国
憲
法
公
布
〈
1
9
4
6
〉

●
朝
鮮
戦
争
勃
発
〈
1
9
5
0
〉

●�

対
日
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約

調
印
〈
1
9
5
1
〉

●
安
保
闘
争
〈
1
9
6
0
〉

●
キ
ュ
ー
バ
危
機
〈
1
9
6
2
〉

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〈
1
9
6
4
〉

●
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
〈
1
9
6
9
〉

●
日
本
万
国
博
覧
会
〈
1
9
7
0
〉

●
沖
縄
返
還
〈
1
9
7
2
〉

●
石
油
シ
ョ
ッ
ク
〈
1
9
7
3
〉

●
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
〈
1
9
7
6
〉

●
日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
〈
1
9
7
8
〉

●�

昭
和
天
皇
が
崩
御
し
、
平
成
と
改
元
す

る
〈
1
9
8
9
〉

●
湾
岸
戦
争
勃
発
〈
1
9
9
1
〉

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災
〈
1
9
9
5
〉

●�

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
〈
1
9
9
8
〉

●
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
〈
2
0
0
1
〉

●�

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催

〈
2
0
0
2
〉

●
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
〈
2
0
0
3
〉

国立大学法人北海道大学
2004～

（
17
代
目
）
佐
伯
浩〈

2
0
0
7
～
2
0
1
3
〉

（
18
代
目
）
山
口
佳
三

〈
2
0
1
3
～
2
0
1
7
〉

（
19
代
目
）
名
和
豊
春

〈
2
0
1
7
～
2
0
2
0
〉

（
20
代
目
）
寶
金
清
博〈

2
0
2
0
～
現
在
〉

●
大
学
文
書
館
〈
2
0
0
5
〉

●�

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
「
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
」〈
2
0
2
3
〉

●
こ
ど
も
本
の
森　
札
幌
・
北
大

〈
2
0
2
6
予
定
〉

●�

台
風
18
号
の
強
風
に
よ
っ
て
ポ
プ
ラ
並

木
51
本
中
19
本
が
倒
れ
る
・
8
本
が
傾

く
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
〈
2
0
0
4
〉

●�

鈴
木
章
が
北
海
道
大
学
初
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
（
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
）

〈
2
0
1
0
〉

●�

北
海
道
大
学
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
が
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
女
マ
ラ

ソ
ン
競
技
の
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
駆
け
抜
け
た

〈
2
0
2
1
〉

●�

化
学
反
応
創
生
研
究
拠
点
の
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
リ
ス
ト
特
任
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
〈
2
0
2
1
〉

●�

「
知
床
」
が
世
界
自
然
遺
産
登
録

〈
2
0
0
5
〉

●�

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
北

海
道
移
転
後
初
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝

〈
2
0
0
6
〉

●�

第
34
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
北
海
道
・

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
）
開
催
〈
2
0
0
8
〉

●�

「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
」が
無
形
文
化
遺
産

登
録
〈
2
0
0
9
〉

●�

洞
爺
湖
有
珠
山
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
〈
2
0
0
9
〉

●�

勇
払
郡
武
川
村
出
身
の
鈴
木
章
が
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞
〈
2
0
1
0
〉

●�

地
下
歩
行
空
間
（
チ
・
カ
・
ホ
）
開
通

〈
2
0
1
1
〉

●�

二
風
谷
ア
ッ
ト
ゥ
シ
・
二
風
谷
イ
タ
が

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定〈

2
0
1
3
〉

●�

北
海
道
新
幹
線
、
新
青
森
～
新
函
館
北

斗
間
開
通
〈
2
0
1
6
〉

●
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生〈

2
0
1
8
〉

●�

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
〈
2
0
2
1
〉

●�

旭
川
市
出
身
の
北
口
榛
花
が
や
り
投
げ

で
初
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
（
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）〈
2
0
2
4
〉

●
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
〈
2
0
0
8
〉

●�

小
惑
星
探
査
機
〈
は
や
ぶ
さ
〉
が
地
球

に
帰
還
〈
2
0
1
0
〉

●
東
日
本
大
震
災
〈
2
0
1
1
〉

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成
〈
2
0
1
2
〉

●�

天
皇
明
仁
退
位
、
天
皇
徳
仁
即
位
で
令

和
に
改
元
す
る
〈
2
0
1
9
〉

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る

〈
2
0
2
0
〉

●�

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
〈
2
0
2
1
〉

●�

大
谷
翔
平
が
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
初
の

50
-50
を
達
成
〈
2
0
2
4
〉


